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シアナジン（CAS no. 21725-46-2） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

シアナジンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、抗エスト

ロゲン様作用及び神経内分泌細胞への作用を持つことが示唆された。 

 

(１)抗エストロゲン様作用 

 Tran ら(1996)によって、シアナジンについて、ヒトエストロゲン受容体を用いた結合阻害試験

(17β-エストラジオール２nM 共存下)が検討されている。その結果として、シアナジンは、10μM

の濃度において結合を阻害した。 

また、シアナジン 0.207、0.414、2.075、10μMに 12時間ばく露(17β-エストラジオール 0.5nM

共存下)した酵母によるレポーターアッセイ(プロモータ領域にヒトエストロゲン受容体応答性

配列を有するレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダーゼ発現誘導)が検討されて

いる。その結果として、シアナジンは、0.414μM以上の濃度において β-ガラクトシダーゼの発

現誘導を阻害した。 

 

(２)神経内分泌細胞への作用 

 Dasら(2003)によって、シアナジン 100μMに 24時間ばく露したラット褐色細胞腫細胞 PC12(神

経内分泌細胞の一種)が検討されている。その結果として、ノルエピネフリン濃度(細胞内)、ノ

ルエピネフリン濃度(細胞外)、チロシンヒドロキシラーゼ濃度(細胞内＋細胞外)、ドーパミン-β-

ヒドロシキラーゼ発現濃度(細胞内＋細胞外)の高値が認められた。 
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